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法
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源
泉
課
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白
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短
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巻

一一一一
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第一一一誠

緒

か
ね
て
法
人
配
常
金
の
第
三
種
所
得
に
於
げ
る
綜
合
課
税
を
康
止
し
て
源
泉
課
税
に
改
め
ら
れ
た
い
ぜ
い
ふ
希

望
が
、
買
業
家
か
ら
出
て
居
h
ノ
、
近
時
の
経
済
界
の
不
況
さ
共
に
、
其
聾
が
一
一
層
大
ざ
な
っ
た
。
尤
も
葉
の
源
泉

課
税
ざ
い
ふ
意
味
が
、
大
正
九
年
前
の
税
法
の
よ
う
に
、
第
一
種
法
人
所
得
の
庭
で
、
業
税
率
を
若
干
引
上
ぐ
る

こ
芯
に
よ
り
て
(
例
之
w

立
(
の
普
通
所
得
の
税
な
百
分
五
か
ら
百
分
七
年
に
で
も
改
め
て
)
之
念
行
ふ
の
か
、
立
(
れ

さ
も
、
第
二
種
所
得
の
慮
で
、
日
公
一
枇
債
利
子
銀
行
預
金
利
子
貸
付
信
託
利
盆
さ
一
緒
仁
、
配
常
金
へ
の
天
引
課
税

を
行
ふ
さ
い
ふ
こ
ご
に
す
る
の
か
、
其
慮
は
不
明
で
あ
h
、
或
は
営
業
者
さ
し
て
は
其
の
何
れ
に
し
て
も
大
差
は

な
く
、
現
在
の
如
き
、
箇
人
に
於
け
る
綜
A
目
黒
進
課
税
さ
へ
免
れ
る
こ
ぜ
が
出
来
、
舎
枇
に
於
け
る
比
例
課
税
に

な
り
さ
へ
す
れ
ば
、
業
れ
で
良
い
の
で
あ
ら
う
。
此
二
の
法
人
に
於
け
る
課
税
方
法
に
は
一
長
一
短
が
あ
る
の
だ

が
、
少
く
ご
も
課
税
技
術
上
、
並
に
財
政
牧
入
上
に
は
、
第
一
種
法
人
所
得
の
慮
で
取
る
方
が
謹
む
べ
き
で
あ
る

其
方
が
祉
員
に
配
営
せ
ら
れ
ゴ
る
法
人
利
益
に
も
課
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
兎
に
角
、
此
所
謂
法
人
配
営
の
源
泉

課
税
復
奮
案
に
劃
し
て
は
、
障
に
聞
苧
昇
か
ら
し
て
幾
多
の
人
士
が
批
評
を
出
し
た
。
業
が
異
口
同
音
に
反
劃
の
麓

で
あ
っ
た
。
勿
論
、
在
自
ら
も
其
結
論
に
は
大
瞳
賛
成
す
る
の
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
従
来
語
士
の
源
泉
課
税
案
に

劃
す
る
批
評
に
は
極
端
に
之
を
排
撃
す
る
の
嫌
が
め
っ
て
、
源
泉
課
税
の
も
つ
反
面
の
長
所
を
あ
ま
り
に
も
鞄
親



し
過
ぎ
る
や
の
風
が
あ
る
。
業
れ
で
は
源
泉
課
税
論
者
の
立
場
を
気
の
毒
に
思
ふ
。
私
は
此
際
、
業
の
長
所
短
所

を
出
来
る
だ
け
庚
〈
考
慮
し
て
、
此
問
題
を
公
卒
冷
静
に
批
判
し
て
見
ゃ
う
さ
思
ふ
(
註
一
〉
0

其
は
事
物
を
究
明
す

る
撃
問
上
に
有
意
義
で
あ
る
の
み
な
ら
や
、
質
際
営
局
者
に
も
何
等
か
の
示
唆
乞
供
し
得
る
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。

(
註
ご

法
人
課
税
に
つ
い
て
は
、
私
は
既
に
法
人
に
闘
す
る
重
複
課
税
の
問
題
(
租
税
研
究
、
第
九
巻
九
四
頁
以
下
)
、
並
に
、
法
人
重
複
課
税

立
法
の
分
株
(
同
上
書
、
一
一
七
頁
以
下
)
の
二
論
文
に
て
、
大
穂
白
意
見
を
蓮
べ
て
置
い
た
。
今
葱
に
俊
表
寸
る
の
は
、
前
記
論
文
の
再
吟
味

で
あ

p
、
又
其
補
修
で
も
あ
る
。

第
一
段

調
泉
課
税
の
長
所

法
人
配
営
の
源
泉
課
税
に
は
、
後
に
い
ふ
や
う
に
重
大
な
短
所
が
あ
る
の
で
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、
色
々
の
長
所

ら
あ
っ
て
、
其
に
可
な
り
重
大
な
の
も
ゐ
b
ノ
、
業
の
何
れ
か
を
高
調
し
、
少
く
さ
ち
時
務
に
切
質

rε
認
め
る
こ

ご
に
よ
り
て
問
題
が
決
す
る
の
で
あ
る
。
兎
に
角
、
此
に
重
大
な
る
長
所
の
あ
る
事
は
先
以

τ見
逃
し
て
は
な
ら

な
い
。
却
も
英
は
次
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
υ

↓
極
構
上
|
|
此
課
税
の
長
所
中
で
最
主
要
な
る
も
の
は
経
済
上
の
業
で
あ
る
。
ぞ
し
て
業
の
夏
に
主
た
る
も
の

キ
J
h

は
い
法
人
企
業
投
資
の
助
長
|
|
ざ
い
ふ
こ
さ
で
あ
る
。
そ
し
て
其
の
原
因
は
何
慮
に
あ
る
か
乞
い
ふ
さ
、

い
大
費
産
者
に
取
り
て
む
負
曜
の
軽
小
さ
な
る
が
清
め
|
|
ざ
い
ふ
の
が
其
一
で
あ
る
。
現
行
我
国
所
得
税

論

叢

法
人
酷
蛍
源
泉
課
税
の
長
短

第
三
十
一
巻

一一一一

第
三
一
務
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第

務

四

法
の
や
う
に
、
法
人
よ
り
の
配
営
に
つ
き
、
法
人
の
庭
で
課
税
す
る
の
み
な
ら
や
、
之
が
受
領
者
た
る
自
然
人
の

虞
に
て
綜
合
課
税
を
も
行
ふ
さ
き
に
、
小
資
産
者
細
民
に
じ
て
極
少
額
の
配
営
金
の
み
を
受
〈
る
も
の
に
於
げ
る

負
携
は
極
め
て
韓
〈
、
又
は
少
く
さ
も
株
主
た
る
個
人
自
身
の
蕗
に
て
は
全
く
無
負
躍
さ
い
ふ
こ
さ
も
あ
っ
て
、

自
然
、
此
種
の
人
々
の
法
人
企
業
役
費
を
助
長
す
る
こ
ご
ざ
な
る
げ
れ
ぎ
も
、

E
額
の
配
営
を
受
〈
る
や
う
な
大

賀
本
家
に
取
り
で
は
、
法
人
に
於
げ
る
負
擢
ご
併
せ
て
見
れ
ば
重
複
課
税
で
ゐ
ゐ
h
、
二
様
の
負
携
の
合
計
は
可

な
り
大
な
も
の
さ
ち
な
り
、
彼
筒
人
に
於
け
る
負
憎
の
み
に
て
ち
蹴
る
高
い
負
措
♂
な
り
得
る
。
共
の
法
人
か
ら

し
て
の
配
営
所
得
の
粧
が
高
く
な
る
の
み
な
ら
子
、
此
が
源
泉
課
税
で
あ
っ
た
場
合
に
比
し
て
は
、
実
他
の
彼
の

所
得
の
枕
も
が
一
層
高
い
率
を
課
せ
ら
れ
る
こ
さ
に
な
る
。
其
れ
だ
か
ら
し
て
彼
れ
大
費
本
家
は
其
齢
費
営
投
下

す
る
の
に
、
法
人
企
業
の
持
八
?
を
避
け
て
、
む
し
ろ
一
公
枇
債
、
銀
行
預
金
、
貸
付
信
託
の
や
う
仕
比
較
的
瞳
き
一

率
の
比
例
課
税
の
か
か
る
も
の
ぞ
選
む
こ
さ
に
な
り
(
所
得
税
無
税
た
る
国
債
を
一
暦
多
く
謹
む
こ
さ
に
も
な
り
)

か
く
て
法
人
企
業
投
資
を
抑
制
す
る
の
結
果
さ
な
る
。
此
が
若
し
源
泉
課
税
の
み
ぎ
し
た
な
ら
ば
、
少
〈
ご
も
)

大
費
本
家
の
法
人
企
業
投
資
を
助
長
し
た
で
あ
ら
う
。
或
は
現
在
の
や
う
な
綜
合
課
税
制
の
下
に
て
も
、
却
っ
て

矯
め
に
輯
穂
又
は
無
税
た
り
得
る
や
う
な
小
資
産
者
の
法
人
企
業
投
資
を
助
長
す
る
こ
さ
に
よ
り
て
、
大
費
本
家

の
回
避
を
補
ふ
て
憐
あ
る
や
う
に
も
い
ふ
が
、
買
際
、
此
等
の
小
資
産
者
は
概
し
て
企
業
投
資
の
智
識
定
意
向
を

の
乏
し
き
も
の
で
、
受
動
的
追
随
的
態
度
を
採
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
し
て
此
大
資
本
家
が
地
投
資
の
指
導
的



地
位
を
占
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
綜
合
課
税
の
下
に
は
、
源
泉
課
税
の
下
に
於
げ
る
よ
b
も
、
法
人
企
業
投
資
を

抑
止
す
る
傾
が
強
い
。
或
は
又
、
法
人
企
業
投
資
ご
い
ふ
て
も
、
綜
合
課
税
下
に
抑
止
さ
る
る
の
は
法
人
の
持
分

へ
の
投
資
で
あ
っ
て
、
世
債
へ
の
投
資
は
却
っ
て
有
利
さ
な
る
か
ら
、
其
れ
に
て
埋
合
せ
を
得
る
や
う
に
も
考
へ

ら
る
る
が
、
元
来
、
枇
債
投
資
は
持
分
投
資
じ
よ
り
制
約
さ
れ
て
居
る
の
み
で
な
く
、
二
夫
的
受
動
的
の
も
の
で

も
あ
る
か
ら
、
其
に
於
げ
る
有
利
三
い
ふ
こ
さ
は
、
法
人
企
業
投
資
の
助
長
に
ぜ
り
で
は
、
持
分
投
資
に
比
し
て

は
鞄
き
も
の
ず
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

で
全
睡
上
、
綜
合
課
税
制
下
に
は
源
泉
課
税
制
下
に
於
け
る
よ
り
も
、
法

人
企
業
の
縫
撞
は
阻
止
さ
れ
る
さ
見
て
良
い
(
詮
二
)
。
印
も
源
泉
課
税
に
改
め
る
こ
J

ど
に
よ
っ
て
、
法
人
企
業
の
護

蓮
を
助
長
す
る
。
そ
し
て
近
代
的
大
企
業
は
法
人
に
よ
る
の
外
な
く
、
大
企
業
が
産
業
の
合
理
化
の
方
向
中
」
し
て

は
盆
々
進
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
m
制
定
す
る
f
」
(
詮
三
)
、
源
泉
課
税
は
一
園
鰹
梼
上
の
後
展
を
促
す
が
矯
め
に
は
有

利
な
も
の
さ
し
て
宜
し
い
。

〈
註
ニ
〉

法
人
の
重
複
課
税
が
法
人
D
安
達
を
阻
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
文
、
法
人
に
閥
ナ
る
重
複
課
税
問
題
詮
一
一
二
渉
開
。

9
-

経
湾
上
旬
町
役
達
に
と
り
て
、
法
人
の
重
要
な
る
こ
と
に
づ
い
て
は
、
同
上
論
文
、
註
一

O
参
照
。

〈
註
三
〉乃

配
営
金
再
投
資
の
多
く
な
る
が
矯
め
|
|
綜
合
課
税
下
じ
有
刺
ご
せ
ら
る
る
小
資
産
者
の
受
領
す
る
配
営

金
は
、
其
生
活
費
の
一
部
に
供
せ
ら
る
る
傾
が
大
く
、
法
人
企
業
へ
再
投
資
す
る
徐
裕
の
乏
し
き
も
の
だ
の
に
、

源
泉
課
税
下
に
有
利
ぜ
な
る
大
資
本
家
の
受
領
す
る
配
営
金
は
、
再
投
資
に
向
げ
ら
る
る
こ
芝
の
多
い
傾
が
あ

言歯

法
人
配
嘗
源
泉
課
税
白
長
短

第
三
就

五

第
三
寸
一
港

ー

一
一一

叢

制l著、組税研究、丸袋、 105.
同よ2) 



1命

第
三
十
一
血
管

四

第

競

ム

ノ、

叢

法
人
間
営
源
泉
課
税
の
長
短

-9
、
此
勤
よ
り
し
て
も
、
前
項
に
い
ふ
の
さ
相
待
っ
て
、
源
泉
課
税
が
一
暦
法
人
企
業
投
資
を
助
長
す
る
さ
い
ふ

長
所
会
有
つ
。

は
箇
入
負
携
の
間
接
さ
な
る
が
矯
め
1

1
前
々
項
に
い
ふ
如
く
に
し
て
、
大
資
本
家
の
負
携
が
源
泉
課
税
下

ド
、
綜
合
課
税
下
に
於
げ
る
よ
り
も
小
く
な
っ
て
、
共
矯
め
彼
等
の
一
法
人
命
業
投
資
を
刺
戟
す
る
の
み
で
な
く
、

同
額
の
負
指
さ
し
て
も
、
綜
合
課
税
な
れ
ば
庶
接
に
負
携
す
る
こ
ご
に
な
り
、
源
泉
課
税
な
れ
ば
其
が
間
接
の
負

措
守
」
な
り
、
源
泉
課
税
の
方
が
綜
合
課
枇
よ
り
ち
一
向
勝
負
措
戚
が
瞳
易
だ
り
得
る
，
三
」
に
な
り
(
詰
問
)
、
比
拙
か
ら

し
て
も
、
源
泉
謀
説
が
彼
の
法
人
企
業
投
資
を
刺
戟
し
、
随
て
又
、
法
人
企
業
投
資
を
助
長
す
る
さ
い
ふ
こ
さ
に

な
る
。

(
詰
四
}

源
泉
課
税
の
責
措
軽
易
に
つ
い
て
は
拙
文
、
給
料
税
論
、
詮
一
九
参
略

に
世
員
の
鰹
梼
内
状
に
立
入
ら
ざ
る
矯
め
1
1
1綜
合
課
税
だ
さ
、
枇
員
た
る
個
人
の
鰹
梼
の
内
肢
に
立
入
っ

て
詮
議
せ
ら
る
る
こ
さ
に
な
る
の
に
、
源
泉
課
税
だ
さ
、
此
の
如
き
こ
さ
な
く
し
て
済
む
。
其
れ
だ
げ
で
も
法
人

企
業
投
費
者
ご
し
て
甑
泉
課
税
e

伊
二
暦
楽
に
戚
じ
、
随
っ
て
此
場
令
に
之
が
投
資
者
が
一
層
多
く
な
る
。
卸
も
此

酷
か
ら
し
で
も
、
源
泉
課
税
が
法
人
企
業
投
資
を
助
長
す
る
ニ
さ
に
な
る
主
主
。

(
註
五
)

モ
ル
は
、
源
泉
課
税
由
利
金
を
事
げ
で
、
此
に
て
は
、
牧
得
者
課
枕
原
則
と
反
封
に
、
在
的
事
情
に
税
務
官
膳
白
深
雪
侵
入
白
現
は
れ

ざ
る
こ
と
に
あ
り
と
鴛
ナ
。

3) 経涛論重量三ー「巻、六t段、 '5
4) Moll， L包，hrbuchder上w.5. 489 



ほ
株
式
利
廻
計
算
の
明
確
さ
な
る
矯
め
|
|
源
泉
謀
税
下
仁
は
、
株
式
の
刺
廻
が
明
確
で
、
法
人
投
資
の
有

利
か
否
か
を
明
か
に
認
め
得
る
の

rか
ら
し
て
、
進
ん
で
之
に
投
貧
す
る
こ
さ
が
多
く
な
る
け
れ
ざ
も
、
綜
合
課

税
下
に
は
、
之
に
奉
加
す
る
人
の
会
き
所
得
の
大
き
如
何
に
よ
り
て
負
携
に
非
常
な
等
差
が
出
来
、
随
つ
て
は
業

株
の
利
廻
も
一
様
で
な
く
、
郎
九
利
廻
採
算
が
立
も
悪
く
、
通
常
な
る
評
慣
が
出
来
悪
く
、
其
酷
か
ら
し
で
も
人

が
投
資
を
障
措
す
る
こ
ご
に
な
る
を
兎
れ
な
い
。

B
株
券
の
性
質
に
趨
臆
す
る
こ
ご

|
lそ
れ
か
ら
楓
泉
課
税
の
方
ペ
綜
合
課
税
よ
り
も
株
券
の
性
質
じ
趨
臆

〆，、、
し
た
も
の
だ
さ
い
ふ
こ
さ
が
あ
る
。
株
券
仁
は
宮
際
記
名
が
多
い
け
れ
J

こ
も
、
併
し
債
券
三
海
し
く
、

一
の
流
通

詮
券
で
あ
る
。
記
名
者
た
る
株
主
が
何
時
ま
で
も
之
を
所
持
す
さ
は
限
ら
争
、
む
し
ろ
屡
々
其
所
有
を
轄
聴
し
、

他
人
に
移
す
ニ
さ
の
あ
り
得
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
株
主
は
或
株
を
有
っ
さ
き
に
、
必
や
し
も
其
特
定
の
株
に
固
執

せ
子
、
利
廻
の
盤
化
、
危
険
や
利
盆
の
種
化
を
比
較
し
考
量
し
て
、
次
ぎ
ム
次
ぎ
さ
株
を
麓
へ
て
投
資
す
る
も
の
で

あ
る
。

つ
ま
り
、
彼
が
申
株
、
乙
株
へ
投
資
し
て
居
る
さ
い
ふ
よ
り
は
、
株
式
圏
、
乃
至
は
庚
く
流
通
誼
雰
又
は

有
慣
誼
券
圏
へ
投
資
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
物
へ
の
課
税
ざ
し
て
は
、
人
的
主
観
的
の
課
税
ご
し
な
い
で

物
的
客
観
的
の
課
税
さ
し
た
方
が
適
切
で
あ
る
。
実
に
よ
h
て
其
の
疏
通
性
を
一
層
多
く
後
揮
せ
し
め
る
こ
ご
じ

な
る
。
却
も
此
融
か
ら
し
て
は
綜
合
課
税
よ
り
も
源
泉
課
税
を
勤
め
る
こ
さ
に
な
る
。

(二)
課
税
技
術
上

論

叢

法
人
配
常
源
泉
課
税
D
長
短

第
三
+
一
巻

三
一
五

第
=
一
競

七



言歯

法
人
醜
営
源
泉
課
税
の
長
短

i¥. 

叢

ー
ム
p、

第

競

第
三
十
一
巻

仏
捕
梶
易
週
脆
難
|
|
株
式
に
は
記
名
式
が
多
く
、
随
っ
て
箇
人
に
於
げ
る
綜
合
課
税
ざ
し
て
も
捕
捉
の
出
来

ね
こ
さ
は
な
い
げ
れ
ぎ
も
、
併
し
葉
れ
で
も
多
少
は
逃
げ
ら
れ
る
さ
い
ふ
こ
さ
が
あ
ち
得
る
し
、
特
に
些
少
な
が

ら
存
す
る
無
記
名
の
分
に
は
一
層
多
く
逃
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
然
る
に
源
泉
課
税
で
あ
れ
ば
、
全
部
捕
捉

し
得
て
遁
脆
は
し
悪
い
(
設
大
)
O

(
註
穴
)

源
泉
課
税
法
白
捕
捉
易
及
其
確
賀
に
つ
い
て
は
拠
文
、
給
料
税
論
詮
六
、
法
人
に
於
け
る
源
泉
課
税
白
捕
捉
易
に
づ
い
で
は
拙
女
、
法

人
賞
複
課
税
問
題
、
設
二

O
参
照

倫
ほ
.

t

F

ラ

γ
9
1
は
、
遁
脱
殻
防
と
し
て
む
源
泉
課
税
法
の
効
カ
は
疑
ふ
べ
か
ら
ず
。
此
が
恐
ら
く
は
英
嗣
所
得
税
白
大
成
功
の
主
た
る
原

ロ
y
・
へ
も
、
此
が
健
賀
補
捉
の
見
地
よ

り
由
利
金
は
争
ふ
べ
か
ら
ず
と
鴛
し
、
ス
タ

y
プ
は
、
源
泉
課
税
は
、
少
数
白
場
合
に
白
与
、
個
人
申
皆
目
無
カ
に
し
で
逃
げ
易
害
方
法
だ
と

図
だ
と
鴛
し
、

品
ヨ
ギ
も
、
源
泉
控
除
原
則
は
、
遁
股
を
有
功
に
防
止
す
る
大
効
果
を
宥
ワ
主
魚
し
、

矯
し
、
ジ
Z
1
ヅ
は
、
此
が
岡
庫
に
と
り
、
遁
脆
を
少
か
ら
し
め
る
と
鴛
し
、
モ
ル
は
、
他
人
白
矯
め
に
支
椀
ふ
者
は
木
人
よ
り
も
一
層
進
ん

で
掛
ふ
と
い
ふ
こ
と
あ
り
と
鴛
し
、
テ
ヴ

U

Z

?

?

ヒ
ア
ー
は
、
納
税
義
務
者
と
租
税
同
家
と
の
聞
の
原
始
的
且
つ
深
壱
根
諌
あ
る
反
劃
白
鴛

め
に
・
隠
ヲ
て
所
得
受
領
者
に
就
き
所
得
事
情
に
閥
ナ
る
必
要
な
る
説
明
を
受
〈
る
ζ

と
の
圃
家
に
と
り
て
の
困
難
の
矯
め
に
、
経
務
経
俸
の

結
果
を
、
権
利
者
に
し
て
受
盆
者
た
る
取
得
者
、
所
得
と
し
て
且
つ
生
活
維
持
白
土
喜
一
と
し
て
結
局
隠
居
す
る
人
の
慮
で
課
税
す
る
己
と
を
止

め
で
、
刺
盆
封
立
白
強
か
ら
ざ
る
盛
に
で
前
以
て
捕
捉
す
る
こ
と
は
、
頗
る
賢
明
に
し
て
且
ワ
心
理
的
に
深
脅
枝
識
あ
る
租
枕
親
で
あ
ワ
た
と

し

v

・A

家
事
の
少
な
き
こ
芯
|
|
綜
合
課
税
の
下
に
も
、
株
式
に
記
名
の
雪
景
に
て
は
、
殆
ん
ぜ
漏
れ
な
く

掴
め
る
ご
い
ふ
、
捕
捉
易

r
zい
ふ
け
れ
ざ
も
、

其
れ
に
し
て
も
之
が
捕
捉
じ
は
相
営
に
大
な
費
用
を
要
す
る
。

経理事論叢前出10-11. 拙者、組設肝究九巻、日3
'I'rant"el::Evaslon in taxadon. p. 140. Niyo耳I，1~he evolution (lf the Indian 
income tax， p. 245， RomEe， Die i~eengesch_iChtliche_ El:~wicklu~g_ des Einko 
m_men steuerproblems in Frankreich s・97・Stamp，Problerns of income tax 
administratio-n. (Festgabe f. Schanz. II.) p. '::;O:!. J:ze， COUT!i de finances 
publi'l"es 1928~I929・ p・ 383. Moll， a.a.O. s. 488-489・ Teschemacher，Die 
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勿
論
、
無
記
名
の
分
に
は
一
暦
大
な
費
用
を
も
要
す
る
。
然
る
に
源
泉
課
税
な
れ
ば
比
が
少
く
て
梼
h
U

〈註七
v
。

(
註
七
)
此
源
泉
課
税
の
費
用
少
き
を
得
る
こ
と
に
ワ
い
て
は
給
料
税
論
、
註
六
参
照
。
倫
ほ
、
モ
ル
も
、
源
泉
課
税
白
利
盆
白
一
司
と
し
て
之
を

曲事円。

小
山
課
税
物
件
の
範
園
の
慣
大

l
l綜
合
課
税
下
に
は
、
箇
人
が
配
営
を
受
げ
た
も
の
の
み
仁
課
税
せ
ら
れ
る
が

源
泉
課
税
だ
芝
、
筒
人
に
配
営
せ
ら
れ
や
し
て
法
人
じ
留
保
さ
る
、
も
の
じ
も
課
税
し
得
る
さ
い
ふ
こ
芭
が
め
る

(
詮
八
)
。
此
外
、
外
人
に
配
営
せ
ら
れ
る
も
の
私
(
註
九
)
綜
合
課
暁
か
ら
は
逃
れ
て
源
泉
課
税
だ
さ
捕
捉
す
る
こ
さ
を

得
る
け
れ
ざ
も
、
此
は
所
詮
、
綜
合
制
下
に
も
、
別
じ
第
二
種
所
得
ご
し
て
特
別
に
課
税
さ
れ
ゃ
う
か
ら
特
に
皐

ぐ
る
仁
は
及
ば
ね
υ

ぞ
れ
か
ら
綜
合
課
税
下
じ
免
税
動
以
下
ぜ
な
る
ぺ
き
分
い
か
、
源
泉
課
税
仁
て
は
掴
め
る
ご
レ

ふ
こ
さ
は
あ
る
が
、
実
は
金
曜
上
源
泉
課
税
の
長
所
さ
は
い
ひ
粂
ね
る

(
公
卒
の
見
地
か
ら
並
に
一
世
曾
政
策
の
見

地
か
ら
し
て
短
所
、
唯

r財
政
収
入
上
長
所
ご
な
る
)
か
ら
之
を
此
に
敷
へ
る
に
も
及
ぶ
ま
い
。
其
他
、
綜
合
謀

税
下
に
遁
脱
さ
れ
易
き
も
の
が
、
源
泉
課
税
下
に
捕
捉
し
得
る
ご
い
ふ
第
一
項
の
利
益
は
、
や
が
て
此
に
い
ふ
長

所
の
中
に
も
加
へ
ら
れ
得
る
。

， 

(
註
八
)

法
人
に
於
け
る
課
税
の
み
が
、
法
人
留
保
所
得
を
課
し
得
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
法
人
に
闘
す
る
重
複
課
税
の
問
題
、
註
ニ
二
参
照
、

品
問
ほ
、
ス
タ

y
プ
に
依
る
と
、
源
泉
に
で
郎
ち
曾
祉
法
人
に
て
は
課
税
せ
ら
れ
個
人
目
申
告
に
は
現
は
れ
ぎ
る
頗
早
大
額
四
所
得
が
あ
ワ
で
、

此
白
如
き
不
分
配
所
得
は
英
闘
で
年
二
億
二
千
高
椋
に
塗
ナ
と
い
U
F
O

(
註
丸
)

法
人
課
税
の
み
が
、
外
人
株
主
に
も
諜
し
得
る
と
と
に
う
い
で
は
、
法
人
に
闘
す
る
重
複
課
税
の
問
題
、
註
二
三
参
間
町
σ

E命

叢

究会

法
人
配
嘗
源
泉
課
税
の
長
短

第
三
十
一
巻
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第
三
競
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E骨

叢

法
人
間
賞
源
泉
課
税
白
長
短

第
三
十
一
巻

A 

第
三
貌

O 

三
財
政
牧
入
上

休
牧
入
大
l
l
l源
泉
課
税
下
に
、
綜
合
課
税
下
よ
り
も
一
層
大
な
牧
入
を
暴
げ
得
る
。
勿
論
、
其
は
税
率
の
高

さ
に
も
依

h
.
源
泉
課
税
の
方
法
に
も
か
か
る
の
で
あ
っ
て
、

一
概
に
然
り
ど
も
い
へ
な
い
こ
さ
で
は
あ
る
け
れ

J
T

」
も
、
源
泉
課
税
下
に
遁
脆
が
一
一
暦
少
く
な
り
n

法
人
留
保
所
得
じ
も
課
し
得
る
や
う
に
な
り
、
免
税
馳
以
下
(
綜

合
課
税
で
あ
っ
た
さ
し
た
ら
)
で
ゐ
る
〈
き
ち
の
寸
伊
・
も
掴
み
得
ゐ
こ
さ
に
な
ゐ
の
で
、
聴
小
の
恋
?
に
で
も
可
な
り

の
枇
入
守
挙
げ
得
て
、
綜
ム
古
車
借
地
課
税
よ
り
も
一
層
大
欣
入
允
ム
リ
街
。
口
。
例
之
、
配
営
の
筒
人
綜
合
課
税
を
厳
し

て
、
法
人
の
慮
で
、
普
遁
所
得
税
の
百
分
五
を
百
分
七
宇
に
改
め
る
こ
さ
に
よ
り
て
、
内
国
法
人
の
普
通
所
得
税

二
千
入
百
三
十
一
高
九
千
八
百
五
十
九
回
を
増
し
、
第
二
種
所

五
千
六
百
六
十
三
高
九
千
七
百
十
八
回
の
上
に
、

得
枕
の
乙
の
百
O
四
高
O
二
百
五
十
三
国
芝
、
第
三
種
所
得
税
の
一
一
億
一
千
一
百
六
十
七
高
七
千
六
百
六
十
二
国

の
一
割
一
分
九
厘
九
毛
郎
ち
一
千
三
百
三
十
九
高
O
一
百
五
十
一
固
さ
の
令
計
一
千
四
百
四
十
三
高
O
四
百

O
四

骨
を
失
ひ
、
牧
入
が
会
開
上
減
じ
な
い
の
み
な
ら
や
、
却
っ
て
増
加
す
る
こ
さ
に
な
る
(
詮
一

o
y
倫
其
上
に
も
前
に

も
い
ふ
や
う
に
源
泉
課
税
に
は
綜
合
課
税
に
比
し
て
徴
税
費
の
減
少
ご
い
ふ
こ
芯
が
あ
り
、
源
泉
課
税
に
改
め
る

こ
ど
に
よ
り
て
纏
牧
入
が
増
大
し
得
る
の
み
な
ら
や
、
純
牧
入
も
が
増
大
し
得
ざ
い
ふ
こ
さ
が
あ
る
富
二

Y

(註

-
O
)
副
首
所
得
が
第
三
種
所
得
中
の
一
割
一
分
九
九
と
い
ふ
こ
と
は
、
今
日
の
租
税
統
計
に
て
は
さ
う
だ
と
い
ふ
ま
で
で
、
之
が
綜
令
諜

稔
を
窟
ナ
る
鴛
め
に
、
丁
度
其
れ
だ
け
第
三
種
所
得
枕
を
減
ず
る
白
か
、
或
は
一
暦
多
〈
減
少
し
は
せ
ぬ
か
、
と
も
考
へ
与
る
る
。
だ
か
ら
し



て
精
密
に
本
文
に
い
ふ
計
算
に
な
る
と
い
ふ
断
言
は
出
来
な
い
。
ー

l
統
計
は
昭
和
三
年
度
に
依
る
。

(
践
-
-
)
源
泉
課
税
白
多
牧
に
つ
き
で
は
拙
文
、
給
料
枕
論
詮
九
参
照
。

、‘，JB
牧
入
確
貫
|
|
綜
合
課
税
下
に
は
、
人
が
其
課
税
を
逃
れ
や
う
、
税
率
を
低
下
さ
れ
?
フ
ざ
し
て
色
々
さ
工
夫

す
る
こ
ど
が
起
り
得
る
。
葉
の
骨
周
め
適
用
さ
る
ぺ
き
枕
率
階
級
に
動
揺
を
生
じ
、
随
っ
て
穂
牧
入
も
多
少
不
確
質

ご
な
る
嫌
が
あ
る
。
之
に
比
し
て
は
源
泉
課
税
の
方
が
、
か
か
る
蓮
動
の
起
ら
mH
だ
げ
に
、
税
収
入
一
層
確
貴
で

あ
る
こ
さ
を
得
る
(
詮
一
二
)

O

源
泉
課
枕
訟
の
牧
入
の
確
貰
に
づ
い
て
は
給
料
税
論
、
設
一

O
参
照
。

ハ
註
士
古

川
畑
一
公
平
課
税
上

!
l
t
に
は
り
し
ろ
源
泉
課
税
の
短
印
刷

ω著
し
い
の
を
認
め
な
げ
れ
ぽ
な
ら
ね

Muq己
も
、
併
し
若

干
の
長
所
が
な
い
の
で
は
な
い
。
其
は
何
か
さ
い
ふ
さ
、

、/仏、
課
税
物
件
の
遺
漏
少
き
を
得
る
こ
さ
|
|
l
源
泉
課
靴
下
に
は
、
綜
合
課
税
下
に
比
し
て
、

一
層
多
く
遺
漏
な

き
ニ
さ
が
出
来
、
其
丈
け
に
て
一
層
n
公
平
に
通
う
ご
い
へ
る
。
其
は
前
に
も
い
ふ
た
慮
で
明
な
や
う
仁
、
第
一
、

法
人
じ
留
保
さ
れ
る
所
得
を
も
掴
み
得
る
。
此
も
配
営
さ
れ
た
も
の
さ
斉
し
く
、
株
主
世
員
の
縄
梼
地
位
を
高
め

る
も
の
で
あ
り
、
之
を
逸
す
る
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
配
営
さ
れ
た
も
の
で
も
、
綜
合
課
税
に
な
る
さ

捕
捉
漏
れ
を
生
や
る
の
に
、
源
泉
課
税
な
れ
ば
、

一
層
良
く
之
を
掴
み
得
る
(
註
一
=
一
)
O

源
泉
課
枕
下
に
、
賞
際
所
得
に
よ
る
義
務
者
自
責
携
が
一
暦
確
か
に
達
せ
ら
れ
る
と
と
に
つ
い
て
は
、
給
料
税
論
詮
一
一
参
岡
町

(
註
=
ユ
)

何
重
複
課
税
の
擁
を
避
げ
得
る
こ
さ
1

1
現
行
綜
合
課
税
下
に
て
は
、
法
人
の
配
営
に
は
、
法
人
に
於
て
も
課

官命

法
人
間
嘗
源
泉
課
税
の
長
短

1L 

第
三
競

第
三
十
一
巻

叢

O
フ
μ
川
ν4
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議
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税
務
上
よ

主
糟
問
問



3歯

叢

法
人
配
嘗
源
泉
課
税
の
長
短

第
三
十
一
巻

O 

第
三
披

税
し
、
箇
人
に
つ
い
て
も
之
を
課
し
、
結
局
二
重
課
税
の
雄
一
か
ゐ
る
(
詮
一
四
)
。
同
一
耽
の
中
で
同
一
物
件
に
二
度

課
税
す
る
さ
い
ふ
嫌
が
あ
る
。
其
は
法
人
吉
株
主
枇
員
た
る
箇
人
ご
は
別
の
人
格
者

rf」
い
へ
ば
差
支
な
き
こ
さ

の
や
う
で
も
あ
る
げ
れ
ど
も
、
段
階
の
異
っ
た
税
に
て
な
ら
ば
兎
に
角
だ
が
、
同
一
の
税
の
内
に
て
は
偲
A
T
別
人

格
者
じ
蹄
し
て
も
、
同
一
物
件
さ
認
め
ら
る
る
も
の
じ
は
出
来
る
忙
け
二
重
一
課
税
を
避
け
た
し
さ
す
る
。
慨
に
此

趣
旨
に
て
第
一
一
檀
所
得
ご
第
二
種
所
得
ピ
の
聞
に
、
第
二
種
所
得
さ
第
三
種
所
得
さ
の
聞
に
重
複
課
税
を
避
げ
る

や
う
に
し
て
居
る
。
然
ゐ
に
錦
一
種
所
得
ピ
第
三
積
所
持
ご
の
問
に
尚
ほ
之
中
併
存
す
る
の
は
遺
峨
で
あ
ゐ
。
業
れ

で
之
を
避
げ
る
の
に
は
、
配
営
に
つ
い
て
は
第
三
積
所
得
課
税
の
み
を
行
ひ
、
第
一
種
中
の
普
通
所
得
の
中
の
配

営
所
得
へ
の
課
税
を
康
止
す
る
か
、
第
三
種
じ
於
げ
る
配
嘗
課
税
を
止
め
て
第
一
一
種
法
人
所
得
の
み
に
て
之
を
課

す
る
か
の
外
な
い
。
郎
も
源
泉
課
税
に
し
た
方
が
、
今
日
の
制
度
よ
り
も
重
複
課
税
を
避
げ
る
じ
は
有
功

t
ゐ
都

問
題
の
重
複
課
税
は
、
法
人
さ
祉
員
箇
人
さ
を
別
の
人
格
者
ご
す
れ
ば
差
支
な
し
さ
い
ふ
見
地
に
劃
し
て
は
、
夏

に
我
園
所
得
税
が
法
人
を
世
員
箇
人
よ
り
ち
別
の
人
格
者
さ
見
る
こ
之
に
於
て
徹
底
し
て
居
ら
ね
・
』
ご
か
ら
し
て

も
、
業
重
さ
を
失
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
業
は
何
か
ざ
い
ふ
さ
、
若
も
法
人
を
枇
員
よ
り
も
別
人
ざ
い
ふ
こ
さ
に

重
き
を
世
く
な
ら
ば
、
法
人
所
得
税
を
課
す
る
の
に
、
業
所
得
の
大
小
に
慮
じ
て
累
進
率
を
遁
用
し
な
く
て
は
な

ら
ぬ
。
然
る
に
之
を
比
例
課
税
し
て
居
る
の
は
、
法
人
所
得
を
以
て
結
局
世
員
株
主
の
箇
人
の
所
得
に
外
な
ら
や

大
費
本
家
も
小
費
本
家
e
b
之
を
牧
得
す
る
可
能
性
あ
り
さ
し
、
随
っ
て
此
等
の
大
小
資
本
家
が
負
櫓
す
る
ご
し
て

ι、
. '♂〆



の
中
間
宰
を
課
し
た
の
に
外
な
ら
ぬ
。
即
ち
此
鮎
に
於
て
法
は
法
人
を
以
て
箇
人
が
投
資
す
る
方
便
さ
見
て
居
る

の
で
あ
る
。
第
二
に
、
箇
入
所
得
の
綜
合
課
税
の
鹿
で
法
人
配
営
に
つ
き
四
割
控
除
な
許
し
て
居
る
の
も
、
法
人

所
得
は
結
局
箇
入
所
得
さ
な
る
さ
見
て
負
携
の
過
重
を
緩
和
し
ゃ
う
ざ
い
ふ
の
で
あ
り
(
負
債
考
慮
も
加
は
る
け

れ
ざ
も
)
、
矢
振
り
立
法
者
は
重
複
課
税
を
自
認
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

法
人
に
就
き
、
個
人
主
法
人
と
双
方
に
課
税
す
る
方
法
が
重
複
課
税
の
嫌
あ
る
こ
と
に
ヲ
い
て
は
、
法
人
に
閥
ナ
る
重
報
課
税
の
問

題
誌
大
参
照
。

(
註
一
回
)

mw所
得
種
類
に
よ
る
差
等
課
税
の
行
は
れ
易
き
こ
さ
|
源
泉
課
税
は
所
得
の
大
き
に
よ
る
累
進
課
税
の
行
は
れ

罫
い
反
耐
仁
、
県
品
質
ド
」
あ
星
宏
等
課
税
J
例
之
b

資
産
宣
剖
怖
の
'
知
事
も
め
、
桁
ひ
易
い
J
L
h
l

ふ
長
所
そ
有
り
〈
諒
一

五
)
。
尤
も
此
は
綜
合
謀
説
下
に
も
、
既
仁
我
第
三
種
所
得
税
で
行
は
れ
て
居
る
や
う
に
、
脅
し
く
行
は
れ
得
る
こ

さ
で
あ
っ
て
、
必
や
し
も
源
泉
課
税
の
み
の
長
所
で
も
な
い
し
、
叉
源
泉
課
税
で
行
は
れ
る
さ
し
て
も
、
第
二
種

の
純
資
産
所
得
の
粧
を
百
分
問
、
又
は
五
ざ
し
っ
、
、
法
人
所
得
を
百
分
七
宇
、
こ
し
て
は
、
此
資
産
一
五
素
重
課
の

趣
旨
に
は
逆
行
す
る
こ
さ
に
な
る
。
尤
も
法
人
の
特
別
の
地
位
に
考
へ
て
之
が
重
き
課
税
も
或
度
ま
で
は
差
支
な

い
の
か
も
知
れ
な
い
(
謹
一
穴
)
。

(
程
一
五
)

ア

p
p
z
は
、
所
得
の
種
別
課
枕
は
所
得
の
異
P
た
る
源
に
差
等
課
税
す
る
こ
と
を
一
一
層
容
易
な
ら
し
む
る
と
矯
し
、
ジ
品
ト
ズ
は

源
泉
課
検
は
、
所
得
皇
宗
寺
課
税
原
則
の
遁
用
を
許
ナ
k
鴛
し
、
禽
ほ
、
プ
ロ
イ
ヤ

1
は
、
資
本
利
子
税
に
関
聯
し
て
、
確
賓
度
に
よ
る
動
的

資
本
の
形
式
白
内
部
に
於
け
る
差
等
課
税
(
英
は
一
般
に
源
泉
課
税
に
も
常
る
)
が
、
累
選
率
に
於
け
る
此
凡
べ
で
白
投
下
責
本
の
形
式
の
卒
等

寺ム
梅岡

叢

法
人
配
管
源
泉
課
税
の
長
短

第
三
競

第
三
十
一
巻

一一一一一一

租税静F究九巻、 10[.14) 



一
四

な
る
取
扱
に
て
よ
り
も
、
一
一
暦
多
〈
、
公
平
な
る
責
措
分
間
の
要
求
に
遁
ナ
る
と
と
を
、
人
が
認
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
い
ふ
で
居
る
。

之
に
ワ
い
て
は
、
法
人
重
複
課
税
白
問
題
註
一
四
参
照
。

1命

叢

法
人
臨
営
源
泉
課
稔
白
長
短

第
三
十
一
巻

第

披

(
詩
一
穴
)

出
』
負
措
開
係
上

小
川
負
据
軽
易

l
l源
泉
課
税
の
方
が
、
綜
合
課
税
よ
り
も
、
箇
人
じ
さ
り
て
負
携
の
軽
易
ぎ
な
る
こ
さ
は
上
に

も
い
ふ
通
・
円
で
あ
る
。

間
負
措
便
宜

l
l前
記
の
も
の
h

反
面
下
あ
る
が
、
源
泉
課
税
の
万
が
、
枇
員
株
主
た
る
各
筒
人
じ
さ
り
で
は

負
曜
の
上
い
い
便
宜
に
遁
う
(
詮
一
七
)
0

尤
も
法
人
ざ
し
て
は
不
便
で
は
ゐ
る
。
げ
れ
ど
宮
町
此
少
数
の
者
に
於
け
る
不

便
は
あ
り
さ
も
、
多
敷
箇
人
に
芯
ち
て
便
宜
で
あ
れ
ば
、
会
睦
上
、
選
む
ぺ
き
も
の
ご
さ
れ
る
。

(
箆
一
七
)

液
泉
課
税
の
健
宜
に
つ
い
て
は
給
料
枕
論
、
詮
六
参
照
。
宵
ほ
、
ジ

Z
1
ヅ
は
、
涼
泉
課
税
が
義
務
者
に
と
り
て
、
無
餐
に
し
で
吟

球
的
な
、
厄
介
な
る
政
府
役
人
の
詮
索
を
除
く
と
鴛
し
、
品
目
d

ギ
は
、
源
泉
課
税
制
下
に
は
、
納
税
者
が
彼
に
取
り
て
最
慌
宜
な
る
時
に
拐
ふ

こ
と
・
と
な
る
か
ら
、
此
が
正
直
な
る
納
税
者
に
取
り
て
便
宜
だ
と
い
ふ
。

ム
ハ
道
義
政
策
上
|
|
綜
合
謀
税
さ
な
れ
ば
、
自
ら
各
箇
人
の
納
税
上
、
遁
肢
を
誘
ひ
、
圃
民
道
義
を
不
良
に
す
る

け
れ
ざ
も
、
源
泉
課
視
さ
な
れ
ば
、
連
股
も
比
較
的
少
く
な
り
、
国
民
道
義
が
維
持
さ
れ
る
ご
い
ふ
こ
さ
も
あ
る

第
二
段

源
泉
課
税
の
短
所

上
円
い
い
ふ
・
却
く
法
人
配
嘗
の
源
泉
課
税
に
は
可
な
h
J
多
く
の
長
所
が
あ
る
。
け
れ
ザ
」
も
反
面
に
下
の
や
う
な
短

AlJix， Trait邑 elementairede science des finances. 5 ed. P・477・]eze，J. c.p. 
383・Brauer，Ertrags5teuern・(Gerloff&. Mei日!， IIdh. d. F'w. I1.) s. 61 
租税研究九望号、 109-110.
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所
を
有
つ
。

↓
所
得
及
所
得
税
の
性
質
上
|
|
所
得
ご
い
ふ
も

ω
は
本
来
か
ら
い
ふ
さ
、
自
然
人
に
の
み
存
す
ぺ
き
概
念
で
あ

っ
て
(
詮
一
八
)
、
随
っ
て
所
得
税
さ
は
、
自
然
人
に
入
り
来
る
所
得
を
綜
合
的
仁
課
税
す
る
も
の
だ
さ
い
ふ
さ
き
に

従
来
の
、
法
人
に
劃
す
る
第
一
種
所
得
税
自
身
も
不
都
合
注
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
、
む
し
ろ
此
は
坐
業
牧
盆
穂
に

結
合
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
さ
い
ふ
こ
さ
に
も
な
る
。
随
ふ
て
は
又
、
第
三
種
所
得
に
於
げ
る
法
人
配
営
金
の
綜
合

課
税
を
止
め
て
、
第
一
種
法
人
所
得
の
税
率
を
増
加
す
る
さ
い
ふ
が
如
き
は
、
前
更
ら
に
不
営
ざ
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ね
c

併
し
又
、
治
人
さ
之
を
構
成
す
る
筒
人
ざ
を
全
然
、
別
の
人
格
者
ぎ
す
る
こ
ぜ
に
重
き
を
置
く
芭
い
ふ

な
ら
ば
(
註
一
九
¥
従
来
の
や
う
に
法
人
、
箇
人
双
方
で
所
得
課
税
す
る
さ
い
ふ
こ
芯
も
認
め
ら
れ
る
。
併
し
き
う

な
れ
ば
、
法
人
配
営
の
第
三
種
所
得
に
於
け
る
綜
合
課
税
を
維
持
し
た
方
が
宜
し
い
、
、
そ
し
て
第
一
一
輔
法
人
所

得
時
所
得
の
大
き
に
膳
じ
て
累
準
率
を
適
用
す
る
や
う
仁
す
る
の
が
一
層
合
理
的
の
ゃ
う
で
あ
る
。

所
得
が
自
然
人
の
み
の
概
念
た
る
と
コ
に
ワ
い
て
は
法
人
に
関
す
る
重
複
課
税
の
問
題
、
註
一
一
、
一
}
一
、
参
炉
。

法
人
所
得
と
鋼
入
所
得
と
別
物
脱
す
る
考
に
ワ
脅
て
は
法
人
に
閲
す
る
重
視
課
税
の
問
題
、
註
一
三
参
照
。

〈
笹
山
八
}

(
註
-
丸
)

二
会
卒
課
税
上

何
公
平
課
税
上
の
考
慮
難

い
業
主
論
懐
|
|
源
泉
課
税
さ
し
て
法
人
の
慮
で
比
例
課
税
を
行
ふ
こ
ど
に
な
る
さ
、
今
日
見
る
や
う
な
箇

論

叢

法
人
血
管
源
泉
課
税
の
長
短

第
三
十
一
巻

一一一
一一

第

競

五

相続前先九巻、 98-99・
同上、 107-108.

18) 
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7品

議

法
人
問
嘗
源
泉
課
税
の
長
短

第
三
十
一
巻

PH 

第

競

~ ，、

人
に
就
い
て
の
綜
合
課
税
の
下
に
於
け
る
、
累
進
、
人
的
事
情
の
考
慮
、
蒐
税
肝
細
な
ど
れ
勾
卒
課
税
の
矯
め
の
重
要

事
項
が
行
は
れ
な
い
噌
』
さ
に
な
る
(
菩

5
Y
但
し
源
泉
課
税
下
に
全
然
、

累
進
が
行
は
れ
ぬ
ざ
い
ふ
で
は
な
い

〈
詰
二
一
)
。
が
其
に
し
て
も
累
進
の
度
合
は
此
場
合
に
は
弱
い
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。
其
札
か
ら
源
泉
課
税
下
に
も
、
資

産
重
課
的
虚
置
の
出
来
得
る
こ
さ
は
前
に
も
い
ふ
通
り
で
あ
る
。
慮
で
此
箇
人
に
於
け
る
人
的
綜
合
課
税
が
貫
は

所
得
税
の
所
得
桔
た
る
所
以
で
あ
っ
て
(
註
二
三
、
此
が
源
泉
課
税
の
謁
め
に
破
ら
れ
る
さ
い
ふ
の
で
は
、
所
得
税

の
債
依
を
岱
明
滅
す
る
も
め
で
あ
る
。
で
此
以
源
泉
謀
税
の
↑
大
敵
貼
で
あ
る
じ
尤
も
現
在
、
第
二
離
の
利
子
所
特

に
て
源
泉
課
税
を
行
ム
て
居
る
か
ら
、
何
に
ち
法
人
配
営
の
み
に
之
な
否
h
u
に
は
及
ば
ぬ
で
は
な
い
か
さ
も
い
ふ

が
此
第
二
種
が
抑
も
例
外
で
あ

h
、
む
し
ろ
之
を
康
止
し
て
、
矢
張
り
箇
人
の
綜
合
課
税
の
内
に
入
れ
た
い
も
の

な
の
で
あ
る
。
此
綜
合
課
税
が
之
に
つ
い
て
行
は
れ
ぬ
の
は
、
此
第
二
穏
に
属
す
る
も
の
に
は
無
記
名
が
多
〈
、

綜
合
課
税
に
す
れ
ば
逃
げ
ら
れ
て
し
ま
う
ざ
い
ふ
こ
さ
を
恐
る
、
か
ら
で
あ
る
。
併
し
所
得
税
か
ら
い
ふ
さ
、
綜

合
に
し
た
震
め
に
多
少
の
遁
脱
が
出
来
て
も
、
其
は
致
方
も
な
き
こ
さ
で
あ
り
‘
た
Y

出
来
る
だ
け
国
民
の
道
義

心
を
伸
張
し
、
又
徴
税
技
術
の
改
良
を
圃
う
て
遁
脆
を
少
か
ら
し
め
る
や
う
に
す
る
外
な
い
〈
註
ニ
=
一
v
o

特
に
第
二

種
中
.
公
一
世
債
は
無
記
名
が
多
く
、
随
っ
て
逃
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
大
い
が
、
銀
行
預
金
利
子
、
貸
付
信
託
利
益

は
多
少
、
銀
行
曾
枇
仁
は
迷
惑
か
も
知
ら
ぬ
が
、
彼
等
を
し
て
一
々
の
持
主
を
申
告
せ
し
め
て
、
綜
合
課
税
さ
す

る
こ
ど
が
出
来
な
い
こ
さ
で
は
な
い
。
会
枇
債
利
子
だ
け
が
遁
脆
易
で
、
徴
税
上
困
っ
た
も
の
だ
が
、
此
さ
で
も



所
得
税
の
本
質
に
考
へ
て
、
出
来
る

rけ
の
手
を
壷
し
て
往
〈
ざ
い
ふ
精
紳
で
、
綜
合
課
税
を
採
る
こ
ぜ
は
出
来

る
。
其
が
出
来
ぬ
ざ
い
ふ
て
何
時
ま
で
も
源
泉
課
税
を
維
持
し
て
居
る
や
う
な
ら
、

つ
ま
り
其
は
我
闘
に
は
徴
稜

技
術
及
幽
民
道
義
が
不
備
な
る
潟
め
所
得
税
を
行
ふ
'
』
ぜ
が
出
来
な
い
の
だ
さ
、

い
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

(
註
ニ

O
)

源
泉
課
税
が
能
カ
に
臆
ず
る
矯
め
の
課
税
上
の
諸
匙
を
考
慮
し
得
ぬ
こ
と
に
ヲ
い
て
は
、
給
料
枕
輪
、
註
ニ
二
参
照
。
舎
祉
課
税
が

人
税
の
性
質
を
失
ふ
こ
と
に
づ
き
で
は
、
法
人
に
闘
す
る
重
視
課
税
む
問
題
、
詮
、
丸
、

一
O
参
照
。
品
同
ほ
、
モ
ル
は
、
源
泉
課
税

F
に
は
、

長
選
、
責
債
控
除
、
人
的
事
情
を
考
慮
す
る
枇
曾
的
抽
出
除
の
設
定
が
厳
格
に
い
ふ
て
可
能
で
な
い
と
矯
し
、

ロ

Y

ペ
も
、
源
泉
原
則
の
適
用
は

枕
の
個
人
的
給
付
能
カ
へ
の
滴
臆
を
困
難
な
ら
し
む
と
鴛
し
、
-
一
テ
ヴ
L
V
Z

マ
ツ
ヒ
ア
ー
は
、
此
制
度
の
侠
動
は
、
取
得
者
た
〈
し
て
、
単
な
る

牧
金
に
づ
い
て
四
課
税
が
不
満
足
の
も
の
だ
と
い
ふ
に
あ
る
。

l
l収
金
の
各
節
目
取
得
者
へ
の
考
察
が
、
財
政
上
恥
入
多
・
皆
、
差
等
課
税
を
許

L 

一
一
暦
平
等
公
平
な
る
組
税
分
配
を
も
可
能
と
す
る
と
佐
川
し
、

J
c
v
z
I
ヅ
は
、
源
泉
課
税
は
、
種
キ
の
所
得
源
白
細
分
を
想
定
し
、
別
々
に

適
用
せ

b
れ
て
累
準
原
則
白
適
用
を
不
能
で
な
〈
と
も
凋
難
な
ら
し
め
る
と
矯
し
、
ア
p
h
q
λ

は
、
種
別
課
税
制
は
、
納
税
義
務
者
の
会
慢
ょ

の
地
位
を
考
慮
に
取
る
こ
と
を
除
外
ナ
る
も
白
だ
と
い
ふ
。

〈
註
二
ご

之
に
ヲ
い
て
は
拙
文
、
地
租
及
替
業
税
に
於
け
る
累
進
課
税
参
照
。
ス
タ
ン
プ
も
、
源
泉
課
税
は
、
其
性
質
に
で
は
客
観
的
だ
が
、

同
時
に
柔
〈
せ
ら
れ
て
、
絵
程
累
準
的
と
せ

b
れ
、
且
ワ
個
人
的
事
情
に
遁
隠
せ
し
め

b
れ
る
こ
と
と
な
る
。
卸
ち
其
性
質
、
主
観
的
で
も
あ

る
と
い
ふ
。

(
註
ニ
ニ
)

ア
ン
ド
レ
ー
は
、
所
得
税
が
戦
盆
枕
の
前
に
、
社
曾
的
立
脚
監
か
ら
滑
っ
原
則
上
の
利
盆
は
、
唯
だ
所
得
金
起
の
み
が
、
納
税
義
務

者
の
主
観
的
給
付
能
力
白
魚
め
に
・
賓
際
白
支
持
動
を
奥
ふ
る
ζ

と
だ
と
い
ふ
叫

〈
註
ニ
=
一
〉

モ
ル
は
、
所
得
税
由
理
想
型
は
、
賦
課
が
皐
に
納
税
義
務
者
白
縄
艶
に
正
直
な
る
申
告
に
基
き
て
生
ず
る
も
の
に
あ

P
と
生
日

パ
川
附
帯
施
鴻
ー
ー
か
く
て
公
卒
課
税
上
は
、
法
人
配
営
の
筒
人
に
於
げ
る
綜
合
課
税
を
維
持
す
ぺ
じ
芯
す
る

言晶

叢

法
人
間
賞
源
泉
課
積
白
長
短

第
三
十
一
巻

=
一
二
五

第
三
時
現

七
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言品

叢

法
人
間
嘗
司
源
泉
課
税
白
長
短

第
三
十
一
巻

一
二
六

第

披

A 

が
、
然
る
さ
き
に
は
、
法
人
を
皐
に
箇
人
が
替
利
を
錯
す
手
段
さ
の
見
地
に
依
れ
ば
、
第
一
一
種
法
人
所
得
の
課
税

の
主
な
る
も
の
は
最
早
止
め
仁
し
て
良
く
な
る
。
け
れ
ざ
も
筒
ほ
留
保
所
得
だ
り
は
課
税
し
な
〈
て
は
な
ら
や

• 

(
外
国
法
人
税
.
外
国
人
へ
行
く
配
蛍
の
課
税
も
麗
ら
な
く
て
は
な
ら
十
三
超
過
所
得
、
清
算
所
得
の
課
税
も
保

存
さ
れ
て
良
い
。
で
第
一
一
檀
の
全
部
を
止
め
る
に
は
及
ば
向
。
又
、
箇
人
に
於
り
る
綜
A
ロ
課
税
じ
際
し
、
法
人
配

営
の
四
割
控
除
は
之
を
全
麿
す
る
か
、
乃
至
は
貫
際
利
子
控
除
に
改
め
る
の
が
至
営
で
あ
る
。
併
し
又
、
法
人
の

樹
立
の
人
格
さ
一
耳
ふ
こ
ご
じ
重
き
を
置
く
さ
事
じ
は
、
箇
人
じ
於
て
訟
人
配
官
の
綜
A
W
課
税
を
す
る
さ
共
じ
、
法

.
人
に
で
も
配
営
所
得
に
課
税
し
て
可
で
あ
り
、
法
人
に
就
き
其
普
通
所
得
の
大
小
に
膳
じ
て
比
例
で
な
く
て
累
進

課
税
を
行
ふ
て
も
良
い
。

川

w韓
嫁
可
能
性
大
1
1
綜
合
課
税
だ
さ
義
務
者
に
於
て
再
嫁
難
ざ
い
ふ
こ
ぎ
が
る
っ
て
、
所
得
税
の
直
接
投
さ

し
て
の
本
来
の
期
待
仁
趨
う
の
で
み
る
が
、
源
泉
課
税
だ
さ
、
法
人
配
嘗
じ
っ
き
本
来
税
を
負
ム
ペ
き
筈
の
世
員

株
主
か
ら
い
ふ
さ
、
之
を
法
人
に
追
っ
げ
る
可
能
性
が
あ
り
、
法
人
か
ら
し
て
は
更
に
替
業
費
中
に
込
め
て
消
費

者
又
は
業
他
の
閥
係
者
じ
轄
揮
し
ゃ
う
ご
い
ふ
こ
さ
に
な
る
可
能
性
が
大
ぃ
。
随
ふ
て
は
、
所
得
税
J

と
し
て
は
期

待
に
反
し
た
負
携
の
干
係
を
生
じ
、
不
会
卒
な
る
負
携
を
生
や
る
こ
さ
に
な
b
易
い
。

一
己
財
政
牧
入
上
1
I
4
源
泉
課
税
だ
さ
、
牧
入
の
屈
伸
カ
が
小
く
な
る
さ
い
ふ
映
賠
が
あ
る
。
綜
合
課
税

rp』
、
色

々
の
源
よ
h
生
令
る
所
得
を
一
緒
に
し
て
課
す
か
ら
、
必
要
に
膳
じ
て
税
率
-eT
増
減
し
て
牧
入
を
増
減
せ
し
め
る



ニ
マ
」
が
行
ひ
易
い
け
れ
ざ
も
、
源
泉
課
税

rさ
積
率
の
帯
棋
は
直
ち
に
、
株
券
市
債
に
影
響
し
て
、
業
株
主
財
産

の
波
牧
又
は
贈
輿
さ
な
る
の
で
、
業
は
避
く
ぺ
き
も
の
さ
せ
ら
れ
る
。
随
て
税
率
の
培
械
を
行
ひ
難
し
さ
す
る
。

間
経
済
上
|
|
源
泉
課
税
さ
な
る
さ
、
其
税
額
だ
け
、
明
か
に
其
法
入
管
業
の
替
業
費
を
増
加
せ
し
め
、
業
脱
営
業

を
腫
遣
す
る
を
免
れ
な
い
。
主
(
は
箇
人
に
於
げ
る
綜
合
課
税
に
す
れ
ば
な
く
て
潜
む
。
源
泉
課
税
に
経
済
上
有
利

な
も
の
ゐ
る
こ
ぜ
は
前
に
い
ふ
通
り
だ
が
、
此
の
如
き
不
利
な
貼
も
存
す
る
こ
ご
は
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
。
尤
も

か
く
し
て
法
入
管
業
費
は
源
泉
課
税
の
震
め
仁
大
〈
な
る
け
れ
ど
も
、
他
方
.
株
主
特
に
大
費
本
家
た
る
林
主
が

進
ん
で
投
資
す
る
こ
ご
仁
よ

b
、
低
き
利
廻
仁
て
も
投
資
す
る
二
ず
』
仁
な
っ
て
、
其
慮
に
埋
合
せ
が
つ
き
、
金
贈

上
岡
産
業
の
腫
遁
ぜ
な
ら
や
し
て
却
っ
て
活
捗
芯
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
且
つ
又
管
業
費
が
属
hυ

に
刺
戟
せ
ら
れ

て
、
経
替
の
一
層
合
理
化
営
促
す
ぎ
い
ふ
こ
さ
が
あ
る
で
も
あ
ら
う
。

日
課
税
技
術
上
|
|
法
人
配
営
の
綜
令
課
税
は
遁
股
が
易
く
捕
捉
が
六
っ
か
し
い
の
じ
、
源
泉
課
税
な
れ
ば
之
さ

反
劃
だ
さ
い
ふ
け
れ
ど
も
、
買
は
其
は
大
し
た
こ
さ
で
は
な
い
。
株
式
に
は
記
名
が
多
い
か
ら
、
綜
合
課
税
芝
し

で
も
幾
ら
か
面
倒
で
あ
っ
て
も
・
殆
ん
ピ
漏
れ
な
〈
掴
め
る
。
其
は
一
公
一
枇
債
の
如
き
無
記
名
の
多
き
も
の
さ
異
る

rか
ら
し
て
源
泉
課
税
の
技
術
上
の
長
所
は
大
し
た
重
き
を
成
す
も
の
で
な
〈
、
此
勤
に
て
は
綜
合
制
に
て
も
忍

び
得
る
。

対
祉
曾
政
策
上
|
|
源
泉
課
税
が
、
会
館
上
、
舎
祉
法
人
、
而
か
も
一
層
有
力
な
る
大
舎
祉
を
有
利
ぜ
す
る
だ
け

資
本
家
の
勢
力
を
強
め
、
中
以
下
の
者
そ
不
利
ぜ
す
る
も
い
へ
る
富
二
四
)

O

尤
も
見
方
に
よ
り
で
は
、
其
大
費
本

家
的
事
業
の
畿
達
に
よ
り
て
之
に
従
事
す
る
持
働
者
使
用
人
の
地
位
を
維
持
し
向
上
せ
し
め
る
さ
い
ふ
ニ
さ
も
あ

治
人
配
営
源
泉
課
税
白
長
短

• 

論

叢

第
三
十
一
巻

三
二
七

第
三
強

丸



1晶

法
人
副
賞
源
泉
課
税
白
長
短

第
三
十
一
巻

第
三
波

議

三
二

A

O 

る
か
ら
、
左
ま
で
心
配
す
る
に
は
及
ば
ね
の
か
も
知
れ
な
い
。

(
註
-
=
一
四
)
中
等
階
級
政
策
上
、
法
人
重
課
白
勧
め
ら
札
る
乙
と
に
ヲ
山
い1
て
は
、
法
人
に
関
ナ
る
重
複
謀
積
白
問
題
、
註
一
四
参
照
。

、、、‘'，ル
他
山
負
携
闘
係
上
|
|
源
泉
課
枝
だ
ご
、
課
税
技
術
上
、
官
麗
に
さ
り
で
は
簡
翠
で
あ
り
、
箇
人
さ
し
て
は
負
措
上

便
宜
に
合
す
る
げ
れ
ど
も
、
法
人
に
さ
b
て
は
不
便
厄
介
な
り
ざ
い
ふ
こ
さ
が
あ
る
(
詮
ニ
五
)
0

綜
合
課
税

r芝、

さ
う
い
ふ
も
の
は
な
い
ご
も
い
へ
る
。
尤
も
瞬
泉
課
税
さ
し
て
も
、
前
に
い
ふ
や
う
に
第
一
種
法
人
所
得
の
課
税

の
率
を
引
上
ヤ
る
に
止
め
る
な
ら
ば
、
別
に
法
人
に
此
厄
介
を
加
ふ
る
こ
さ
に
は
な
ら
ぬ
。

…
傾
向
却
課
税
白
内
世
相
柑
厄
介
に
づ
い
て
は
、
給
料
税
論
・
説
一
四
.
多
除
。

ヘ
恥
忠
則
E
M
E
L
J

r
Eニ
3
、

士

口

会

帽

。

ホ

ユ

ロ

以
上
要
之
、
法
人
配
営
の
課
税
方
法
は
、
所
得
税
に
於
け
る
一
難
題
で
あ
る
。
之
が
源
泉
課
税
に
も
長
所
な
き

課
で
な
く
、
樫
務
上
、
財
政
牧
入
上
、
課
税
技
術
上
な
ざ
に
は
重
犬
な
利
盆
を
も
っ
。
け
れ
ぎ
も
此
に
は
益
卒
課

税
上
に
重
大
な
る
挟
賠
を
有
ち
‘
所
得
税
の
本
来
の
性
質
に
も
合
は
ぬ
。
そ
れ
に
牧
入
上
、
艦
漕
上
じ
も
若
干
の

不
利
が
あ
り
、
課
税
技
術
上
の
長
所
さ
て
、
此
法
人
配
営
に
つ
い
て
は
綜
合
課
税
に
で
も
相
営
に
目
的
を
謹
し
得

て
、
源
泉
課
税
に
依
ら
な
く
て
な
ら
ぬ
ほ
ど
で
な
く
、
か
く
て
金
瞳
上
、
此
に
つ
き
源
泉
課
税
に
移
る
の
に
は
障

措
せ
し
め
る
。
併
し
源
泉
課
税
に
も
相
営
に
重
大
長
所
が
あ
る
か
ら
、
結
劃
に
之
を
否
定
す
る
こ
さ
は
出
来
な
い

た
Y
然
る
さ
き
は
、
此
の
み
な
ら
や
給
料
所
得
の
源
泉
課
税
を
も
行
ふ
て
然
る
ぺ
き
で
あ
り
然
る
さ
き
は
、
又
、

所
得
税
の
破
産
又
は
解
膿
ご
い
ふ
こ
さ
に
な
る
さ
も
見
ら
れ
る
。
其
が
課
税
方
法
の
進
歩
か
退
歩
か
は
見
る
人
の

見
方
に
よ
b
て
大
に
異
る
で
あ
ら
う
c
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